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第１章 調査概要 

１．調査の目的 

教育・保育事業及び地域の子育て支援事業の現在の利用状況と今後の利用意向、保護者の子育て支援に関する考え、

要望を把握し、教育・保育及び地域子ども・子育て支援事業の量の見込みを推計するとともに、和木町第２期子ども・

子育て支援事業計画に反映することを目的として実施した。 

 

２．調査対象 

①就学前児童 和木町に在住している就学前児童の保護者 299 名 

②小学生児童 和木町に在住している小学生児童の保護者 324 名 

 

３．調査方法等 

（１）調査方法 

①就学前児童 

（ア）保育所、認定こども園に通う児童・・・保育所、認定こども園を通じて配付・回収 

（イ）保育所、認定こども園を利用していない児童・・・郵送配付・郵送回収 

②小学生児童 

（ア）町内の学校へ通学している児童・・・小学校を通じて配付・回収 

（イ）町外の学校へ通学している児童・・・郵送配付・郵送回収 

  

（２）調査期間 

 令和元年６月７日～６月 28 日 

 

４．調査回収状況 

対象者 対象者数 回収数 回収率 有効回収数 有効回収率 

就学前児童の保護者 299 人 228 票 76.3％ 227 票 75.9％ 

小学生児童の保護者 324 人 268 票 82.7％ 268 票 82.7％ 

合 計 623 人 496 票 79.6％ 495 票 79.5％ 

 

５．報告書の見方 

（１）本文及び図中に示した調査結果の数値は百分比（％）で示してある。これらの数値は小数点以下第 2 位を四捨五

入しているため、全項目の回答比率の合計が 100.0％とならない場合がある。 

 

（２）回答の比率は、回答者ベースで算出しているため、複数の回答を求めた設問では、計の値は回答者数となってお

り、割合の合計は 100.0％にならない。 

 

（３）複数の回答を求めた質問の無回答は、いずれの回答肢にも○をしなかった人を示す。 

 

（４）調査結果における「ｎ」「SA」「MA」「FV」はそれぞれ以下の通りとなる 

 ｎ：サンプル数 SA：単一回答 MA：複数回答 FV：自由回答 
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第２章 就学前児童用アンケート調査結果 

■お住まいの地域について 

（１）問１ お住まいの地区はどちらですか。（n=227）SA 

「和木」が 77.5％、「瀬田」が16.3％、「関ヶ浜」が 4.8％となっています。 

 

■あて名のお子さんとご家族の状況について 

（１）問２ お子さんの年齢（平成 31 年４月１日現在）（n=227）FV 

「５歳」が 22.9％で最も高く、次いで「４歳」が 21.1％、「３歳」が19.8％と続いています。 

 

（２）問３① お子さんの人数（n=227）FV 

「２人」が 42.3％で最も高く、次いで「３人以上」が 30.8％、「１人」が22.0％と続いています。 

 

◇２人以上のお子さんがいる方のみ 

（３）問３② 末子の年齢（平成 31年 4 月 1 日現在）（n=166）FV 

「０歳」が 27.1％で最も高く、次いで「２歳」が 20.5％、「１歳」が14.5％と続いています。 

 

77.5%

16.3%

4.8%

1.3%

227

和木

瀬田

関ヶ浜

無回答

8.4%

10.1%

16.3%

19.8%

21.1%

22.9%

1.3%

227

０歳

１歳

２歳

３歳

４歳

５歳

無回答

22.0%

42.3%

30.8%

4.8%

227

１人

２人

３人以上

無回答

27.1%

14.5%

20.5%

13.3%

8.4%

13.3%

3.0%

166

０歳

１歳

２歳

３歳

４歳

５歳

無回答
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（４）問４ この調査票にご回答いただく方はどなたですか。（n=227）SA 

「母親」が 95.2％、「父親」が3.5％となっています。 

 
  

（５）問５ この調査票にご回答いただいている方の配偶関係についてお答えください。（n=227）SA 

「配偶者がいる」が 92.5％、「配偶者はいない」が4.8％となっています。 

 

（６）問６ あて名のお子さんの身の回りの世話（教育含む）などを主にしている方はどなたですか。

（n=227）SA 

「父母ともに」が 64.8％で最も高く、次いで「主に母親」が 32.6％と続いています。 

 

 

（７）問７ あて名のお子さんの身の回りの世話（教育含む）などに、特に影響すると思われる環境はどれ

ですか。（n=227）MA 

「家庭」が 92.1％で最も高く、次いで「認定こども園」が 68.7％、「地域」が31.3％と続いています。 

 

95.2%

3.5%

1.3%

227

母親

父親

その他

無回答

92.5%

4.8%

2.6%

227

配偶者がいる

配偶者はいない

無回答

64.8%

32.6%

0.4% 0.9%1.3%

227

父母ともに

主に母親

主に父親

主に祖父母

その他

無回答

【n=227】 (％)

家庭

地域

認定こども園

幼稚園

保育所

その他

無回答

92.1

31.3

68.7

11.5

8.4

2.2

1.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0
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＜その他回答＞ 

内 容 類似回答数 

発達支援施設 ２ 

実、義家 １ 

児童デイサービス １ 

友達、習い事 １ 

 

■あて名のお子さんの育ちをめぐる環境について 

（１）問８ 日頃、あて名のお子さんを預かってもらえる人はいますか。（n=227）MA 

「緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族に預かってもらえる」が 68.3％で突出しています。次いで「日常的

に祖父母等の親族に預かってもらえる」が 27.3％と続いています。 

 

 

◇問８で「日常的に祖父母等の親族に預かってもらえる」・「緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族に預

かってもらえる」と答えた方のみ 

（２）問８-１ 祖父母等の親族に預かってもらっている状況について、おうかがいします。（n=194）MA 

「祖父母等の親族が孫を預かることについては、特に問題がない」が 72.2％で突出しています。次いで「自分たち

親の立場として、負担をかけていることが心苦しい」が 18.0％と続いています。 

 

＜その他回答＞ 

内 容 類似回答数 

よほどの緊急時がある場合しか預けない。遠方に祖父母はいるため、

ほぼ預けたことはないが、何かあれば預けるであろうという状況。 
１ 

特に問題はないが、やはり親としては心苦しいこともある。 １ 

仕事を早退もしくは休んでもらっている。 １ 

今は大丈夫でも半年後、一年後、心配になる。不安である。 １ 

祖父母の身体の負担が少しだけ心配。 １ 
  

【n=227】 (％)

日常的に祖父母等の親族に預かっ
てもらえる

緊急時もしくは用事の際には祖父母
等の親族に預かってもらえる

日常的に子どもを預けられる友人・
知人がいる

緊急時もしくは用事の際には子ども
を預けられる友人・知人がいる

いずれもない

無回答

27.3

68.3

2.2

9.3

10.1

1.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

【n=194】 (％)

祖父母等の親族が孫を預かることに
ついては、特に問題はない

祖父母等の親族の身体的負担が
大きく心配である

祖父母等の親族の時間的制約や
精神的な負担が大きく心配である

自分たち親の立場として、負担を
かけていることが心苦しい

その他

無回答

72.2

17.0

10.3

18.0

3.1

0.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0
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◇問８で「日常的に子どもを預けられる友人・知人がいる」・「緊急時もしくは用事の際には子どもを預けられ

る友人・知人がいる」と答えた方のみ 

（３）問８-２ 友人や知人に預かってもらっている状況について、おうかがいします。（n=24）MA 

「友人・知人に預かってもらうことについては、特に問題はない」が 41.7％で最も高く、次いで「友人・知人の時

間制約や精神的な負担が大きく心配である」「自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しい」が 33.3％

と続いています。 

 

 

（４）問９ お子さんの身の回りの世話（教育含む）などに関して、気軽に相談できる先は、誰（どこ）で

すか。（n=227）MA 

「祖父母等の親族」が 79.7％で最も高く、次いで「友人や知人」が 71.4％、「認定こども園教諭など」が 30.0％

と続いています。 

 

 

＜その他回答＞ 

内 容 類似回答数 

夫 １ 

【n=24】 (％)

友人・知人に預かってもらうこと
については、特に問題はない

友人・知人の身体的負担が大き
く心配である

友人・知人の時間的制約や精神
的な負担が大きく心配である

自分たち親の立場として、負担
をかけていることが心苦しい

その他

無回答

41.7

8.3

33.3

33.3

0.0

4.2

0.0 20.0 40.0 60.0

【n=227】 (％)

祖父母等の親族

友人や知人

近所の人

子育て支援施設（子育て支援セ
ンター等）・NPO

保健相談センター

保育士

認定こども園教諭など

民生委員・児童委員

かかりつけの医師

自治体の子育て関連担当窓口

その他

気軽に相談できる先は特にない

無回答

79.7

71.4

18.5

5.7

11.9

9.3

30.0

0.0

11.9

0.0

0.9

3.5

4.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0
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■お父さん・お母さんの就労状況について 

（１）問 10（１） お母さんの現在の就労状況を（自営業、家事従事者を含む）おうかがいします。

（n=227）SA 

「以前は就労していたが、現在は就労していない」が 37.9％で最も高く、次いで「フルタイムで就労しており、産

休・育休・介護休業中ではない」が 25.1％、「パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中ではな

い」が 24.7％と続いています。 

 

 

◇問 10（１）で「フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない」・「フルタイムで就労してお

り、産休・育休・介護休業中である」・「パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中で

はない」・「パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中である」と答えた方のみ 

（２）問 10（１）-１ お母さんの週当たりの「就労日数」、１日当たりの「就労時間（残業時間を含

む）」、土曜日・日曜日の勤務状況をお答えください。（n=130） 

お母さんの 1 週当たりの就労日数は、「５日」が 60.0％で最も高く、次いで「４日」が 18.5％と続いています。ま

た、1 日当たりの就労時間は、「８時間以上」が 46.9％で最も高く、次いで「６時間」が14.6％と続いています。 

土曜日の勤務は、「ない」が 48.5％で最も高く、次いで「不定期にある」が 28.5％と続いています。また、日曜日

の勤務では、「ない」が 70.8％で最も高く、次いで「不定期にある」が 18.5％と続いています。 
  

 

【１週当たりの就労日数】（FV）          【１日当たりの就労時間】（FV） 

 

    

 

 

 

  

 

 

【土曜日・日曜日の勤務】（SA） 

①土曜日                     ②日曜日 

       

25.1%

5.3%

24.7%2.2%

37.9%

2.6%

2.2%

227

フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない

フルタイムで就労しているが、産休・育休・介護休業中である

パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない

パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中である

以前は就労していたが、現在は就労していない

これまでに就労したことがない

無回答

48.5%

21.5%

28.5%

1.5%

130

ない

定期的にある

不定期にある

無回答

70.8%

6.9%

18.5%

3.8%

130

ない

定期的にある

不定期にある

無回答

2.3%

9.2%

18.5%

60.0%

9.2%

0.8%

130

１日 ２日

３日 ４日

５日 ６日

７日 無回答

1.5%

11.5%

12.3%

14.6%

13.1%

46.9% 130

３時間以下 ４時間

５時間 ６時間

７時間 ８時間以上

無回答
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（３）問 10（１）-２ 家を出る時刻と帰宅時刻をお答えください。（n=130）FV 

お母さんが家を出る時間は、「８時台」が 56.9％で最も高く、次いで「７時台」が 20.8％と続いています。また、

帰宅時間は、「18 時台」が 33.1％で最も高く、次いで「17 時台」が 26.2％と続いています。 

 

【家を出る時間】                                  

  上段：人数 下段：割合 

６時以前 ６時台 ７時台 ８時台 ９時台 10時台 11時台 
12時～

17時台 

18時 

以 降 
無回答 合 計 

0 0 27 74 20 4 0 3 0 2 130 

0.0 0.0 20.8 56.9 15.4 3.1 0.0 2.3 0.0 1.5 100.0 

  

【帰宅時間】                                    

  上段：人数 下段：割合 

12 時以前 12 時台 13 時台 14 時台 15 時台 16 時台 17 時台 18 時台 

0 1 6 5 8 15 34 43 

0.0 0.8 4.6 3.8 6.2 11.5 26.2 33.1 
  

19 時台 20 時台 21 時台 22 時以降 無回答 合 計 

11 2 2 1 2 130 

8.5 1.5 1.5 0.8 1.5 100.0 
  

 

（４）問 10（１）-３ あて名のお子さんが生まれた時、育児休業を取得しましたか。（n=130）SA 

「取得した（取得中である）」が 46.9％で最も高く、次いで「働いていなかった」が 30.8％と続いています。 

 

 

（５）問 10（２） お父さんの現在の就労状況を（自営業、家事従事者を含む）おうかがいします。

（n=227）SA 
   

「フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない」が 64.3％で最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

30.8%

46.9%

21.5%
0.8%

130

働いていなかった

取得した（取得中である）

取得していない

無回答

64.3%

0.4%

35.2%

227

フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない

フルタイムで就労しているが、産休・育休・介護休業中である

パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない

パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中である

以前は就労していたが、現在は就労していない

これまでに就労したことがない

無回答
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◇問 10（２）で「フルタイムで就労しており、育休・介護休業中ではない」・「フルタイムで就労しており、

育休・介護休業中である」・「パート・アルバイト等で就労しており、育休・介護休業中ではない」・「パート・

アルバイト等で就労しており、育休・介護休業中である」と答えた方のみ 

（６）問 10（２）-１ お父さんの週当たりの「就労日数」、１日当たりの「就労時間（残業時間を含

む）」、土曜日・日曜日の勤務状況をお答えください。（n=147） 

お父さんの 1 週当たりの就労日数は、「５日」が 63.3％で最も高く、次いで「６日」が 25.2％と続いています。ま

た、1 日当たりの就労時間は、「8 時間以上」が 92.5％で突出しています。 

土曜日の勤務は、「不定期にある」が47.6％で最も高く、次いで「定期的にある」が 30.6％と続いています。また、

日曜日の勤務では、「不定期にある」が 42.2％で最も高く、次いで「ない」が 34.0％と続いています。 

 

【１週当たりの就労日数】（FV）           【１日当たりの就労時間】（FV） 

   

 

 

 

 

 

 
    

【土曜日・日曜日の勤務】（SA） 

①土曜日                     ②日曜日 

        

 

（７）問 10（２）-２ お父さんが家を出る時刻と帰宅時刻をお答えください。（n=147）FV 

お父さんが家を出る時間は、「７時台」が 42.9％で最も高く、次いで「８時台」が 21.8％と続いています。また、

帰宅時間は、「18 時台」が 27.9％で最も高く、次いで「19 時台」が 19.7％と続いています。 

 

【家を出る時間】                              上段：人数 下段：割合 

6時以前 6時台 7時台 8時台 9時台 10時台 11時台 
12時～

17時台 

18時 

以 降 
無回答 合 計 

4 28 63 32 6 0 0 1 2 11 147 

27 19.0 42.9 21.8 4.1 0.0 0.0 0.7 1.4 7.5 100.0 

  

【帰宅時間】                            上段：人数 下段：割合 

12 時以前 12 時台 13 時台 14 時台 15 時台 16 時台 17 時台 18 時台 

4 0 0 0 2 14 14 41 

2.7 0.0 0.0 0.0 1.4 9.5 9.5 27.9 
  

19 時台 20 時台 21 時台 22 時以降 無回答 合 計 

29 17 8 7 11 147 

19.7 11.6 5.4 4.8 7.5 100.0 

 
  

17.7%

30.6%

47.6%

4.1%

147

ない

定期的にある

不定期にある

無回答

34.0%

16.3%

42.2%

7.5%

147

ない

定期的にある

不定期にある

無回答

1.4%1.4%

63.3%

25.2%

2.0%

6.8%

147

１日 ２日

３日 ４日

５日 ６日

７日 無回答

0.7%1.4%

92.5%

5.4%

147

３時間以下 ４時間

５時間 ６時間

７時間 ８時間以上

無回答
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（８）問 10（２）-３ あて名のお子さんが生まれた時、育児休業を取得しましたか。（n=147）SA 

「取得していない」が 88.4％で最も高く、次いで「取得した（取得中である）」が 6.8％と続いています。 

 

◇問 10（１）または問 10（２）で「パート・アルバイト等で就労しており、（産休）・育休・介護休業中では

ない」・「パート・アルバイト等で就労しており、（産休）・育休・介護休業中である」と答えた方のみ 

（９）問 11 フルタイムへの転換希望はありますか。（母親 n=６１ 父親 n=1）SA 

母親では「パート・アルバイト等の就労を続けることを希望」が 39.3％で最も高く、次いで「フルタイムへの転換

希望があり、実現できる見込みがある」「フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない」が 11.5％と続

いています。 

①母親（n=61）        ②父親（n=1） 

 

 

◇問 10（１）または問 10（２）で「以前は就労していたが、現在は就労していない」・「これまでに就労し

たことがない」と答えた方のみ 

（10）問 12 就労したいという希望はありますか。希望があればその就労形態もお答えください。  

（母親 n=92 父親ｎ=０）SA 

①母親（n=92） 

「1 年より先、一番下の子どもが○○歳になったころに就労したい」が 55.4％で最も高く、次いで「子育てや家事

などに専念したい（就労の予定はない）」が 27.2％と続いています。 

 
  

◇問 12 で「１年より先、一番下の子どもが○○歳になったころに就労したい」と答えた方のみ 

【子どもが大きくなった頃に就労を希望する際の子どもの年齢】（n=51）FV            

「２～３歳」「６～８歳」が 31.4％で最も高くなっています。 

  上段：人数 下段：割合 

1 歳以下 2～3 歳 4～5 歳 6～8 歳 9～12 歳 無回答 合 計 

4 16 9 16 1 5 51 

7.8 31.4 17.6 31.4 20 9.8 100.0 
   

0.7%

6.8%

88.4%

4.1%

147

働いていなかった

取得した（取得中である）

取得していない

無回答

11.5%

11.5%

39.3%

37.7%

61

フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある

フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない

パート・アルバイト等の就労を続けることを希望

パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい

無回答

27.2%

55.4%

14.1%
3.3%

92

子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）

１年より先、一番下の子どもが〇〇歳になったころに就労したい

すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい

無回答

100.0%

1

フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある

フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない

パート・アルバイト等の就労を続けることを希望

パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい

無回答
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◇問 12 で「すぐにでも、もしくは1 年以内に就労したい」と答えた方のみ 

【希望する勤務形態】（n=64）SA 

「パートタイム、アルバイト等」が 56.3％と高くなっています。 

 
 

【パートタイム、アルバイト等の場合の１週当たりの希望勤務日数】（n=36）FV 

「３日」が 55.6％と最も高くなっています。 

  上段：人数 下段：割合 

3 日 4 日 5 日 無回答 合 計 

20 6 9 1 36 

55.6 16.7 25.0 2.8 100.0 
  

   

 

【パートタイム、アルバイト等の場合の１日当たりの希望勤務時間】（n=36）FV 

「４時間」が 44.4％と最も高くなっています。 

  上段：人数 下段：割合 

3 時間以下 4 時間 5 時間 6 時間 7 時間 無回答 合 計 

2 16 7 8 0 3 36 

5.6 44.4 19.4 22.2 0.0 8.3 100.0 
  

 

②父親（ｎ=０） 

回答者なし 

 

（11）問 13 あて名のお子さんの出産前後（前後それぞれ１年以内）に離職をしましたか。 

（n=227）SA 

「離職した」が 32.6％と高く、次いで「出産１年前にすでに働いていなかった」が 32.2％と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.6%

56.3%

42.2%
64

フルタイム

パートタイム、アルバイト等

無回答

32.6%

30.8%

32.2%

4.4%

227

離職した

継続的に働いていた（転職も含む）

出産１年前にすでに働いていなかった

無回答
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◇問 13 で「離職した」と答えた方のみ 

（12）問 13-１ 仕事と家庭の両立を支援する保育サービスや環境が整っていたら、就労を継続しました

か。（n=74）SA 

「いずれにしてもやめていた」が 47.3％で最も高く、次いで「職場において育児休業制度等の仕事と家庭の両立支

援制度が整い、働きやすい環境が整っていれば、継続して就労していた」が 25.7％と続いています。 

 

 

＜その他回答＞ 

内 容 類似回答数 

転勤が 3～4 年に 1 度あるため離職せざるを得ない。 1 

通勤距離の問題。 1 

和木幼稚園の早朝保育が 7 時半からと、通勤時間を考えると就労継続が

難しかった。7 時からだと就労継続していた。 
1 

質問の意味がよくわからない。産前産後、育児のため、職を離れている。 1 

個人都合、両立する自信がなかった。 1 

 

■あて名のお子さんの平日の定期的な教育・保育事業の利用状況について 

（１）問 14 あて名のお子さんは現在、認定こども園などの「定期的な教育・保育の事業」を利用されて

いますか。（n=227）SA 

「利用している」が 82.4％を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.8%

25.7%

10.8%

2.7%

47.3%

6.8%

74

保育サービスが確実に利用できる見込みがあれば、継続していた

職場において育児休業制度等の仕事と家庭の両立支援制度が整い、

働きやすい環境が整っていれば、継続して就労していた

保育サービスと職場の両立支援環境がどちらも整っていれば、継続し

て就労していた

家族の考え方（親族の理解が得られない）等就労する環境が整ってい

ない

いずれにしてもやめていた

その他

無回答

82.4%

17.2%
0.4%

227

利用している

利用していない

無回答
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◇問 14 で「利用している」と答えた方のみ 

（２）問 14-１ あて名のお子さんは、平日どのような教育・保育の事業を利用していますか。年間を通

じて「定期的に」利用している事業をお答えください。（n=187）MA 

「認定こども園」が 90.4％を占めています。 

 

＜その他回答＞ 

内 容 類似回答数 

発達支援施設 ２ 

町外のこども園 １ 

NPO法人 １ 

 

（３）問 14-２ 平日に定期的に利用している教育・保育の事業について、どのくらい利用しています

か。また、希望としてはどのくらい利用したいですか。１週当たり何日、１日の何時から何時までか

を具体的にお答えください。（n=187）FV 

【１週当たりの利用日数】 

現在の１週当たりの利用日数は「５日以上」が 94.1％で突出しています。また、希望の１週当たりの利用日数でも

「５日以上」が 87.7％で突出しています。 

 

①現在                        ②希望 

 

【n=187】 (％)

認可保育所

事業所内保育施設

認定こども園

認定こども園の一時預かり

町外の幼稚園

町外の幼稚園の預かり保育

民間保育サービス施設

ベビーシッター

ファミリー・サポート・センター

小規模な保育施設

その他

無回答

5.3

1.1

90.4

2.7

0.0

0.5

0.5

0.0

0.0

0.0

2.1

1.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

0.5%
1.6%

94.1%

3.7%

187

１・２日

３・４日

５日以上

無回答

0.52.1

87.7

9.6

187

１・２日

３・４日

５日以上

無回答
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【利用時間】（n=187） 

現在の利用開始時間は、「９時台」が50.8％で最も高く、次いで「８時台」が 38.0％となっており、終了時間では、

「14 時台」が 34.8％で最も高く、次いで「18 時台」が 23.5％となっています。また、希望の利用開始時間は、「９

時台」が 45.5％で最も高く、次いで「８時台」が 32.1％となっており、終了時間では「15 時台」が 25.1％で最も

高く、次いで「18 時台」が 23.5％となっています。 

＜開始時間＞ ①現在                 ②希望 

        

＜終了時間＞ ①現在                 ②希望 

             

（４）問 14-３ 現在、利用している教育・保育事業の実施場所はどこですか。（n=187）SA 

「和木町内」が 91.4％を占めています。 

 

(％)

7時以前

7時台

8時台

9時台

10時台

11時台

12時以降

無回答

0.0

6.4

38.0

50.8

0.5

0.5

0.0

3.7

0.0 20.0 40.0 60.0

(％)

7時以前

7時台

8時台

9時台

10時台

11時台

12時以降

無回答

0.0

11.8

32.1

45.5

0.5

0.5

0.0

9.6

0.0 20.0 40.0 60.0

(％)

12時以前

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

無回答

1.1

1.1

0.0

34.8

1.1

13.4

20.9

23.5

0.5

0.0

3.7

0.0 20.0 40.0

(％)

12時以前

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

無回答

0.5

0.5

0.0

6.4

25.1

14.4

14.4

23.5

3.2

1.6

10.2

0.0 20.0 40.0

91.4%

5.9%

2.7%

187

和木町内

和木町以外

無回答
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（５）問 14-４ 現在、利用している教育・保育事業の実施場所の位置関係はどのような状況ですか。

（n=187）MA 

「施設と住まいが近い」が88.2％で最も高くなっています。 

 

 

＜その他回答＞ 

内 容 類似回答数 

遠いが設備が良い。 1 

 

（６）問 14-５ 平日に定期的に教育・保育の事業を利用されている理由は何ですか。（n=187）MA 

「子どもの教育や発達のため」が67.9％と高く、次いで「子育て（教育を含む）をしている方が現在就労している」が56.7％

と続いています。 

 

 

＜その他回答＞ 

内 容 類似回答数 

和木小学校の 9 割が和木こども園卒園のため。 １ 

不妊治療。 １ 

 

 

 

 

 

 

【n=187】 (％)

施設と住まいが近い

施設と勤務地やその他日常的な
用事のある場所が近い

施設が通勤やその他日常的な
移動の途中にある

施設が勤務地等の近くにない、
また移動の途中にもない

その他

無回答

88.2

13.4

8.6

3.7

0.5

2.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

【n=187】 (％)

子どもの教育や発達のため

子育て（教育を含む）をしている方

が現在就労している

子育て（教育を含む）をしている方に
就労予定がある／求職中である

子育て（教育を含む）をしている方
が家族・親族などを介護している

子育て（教育を含む）をしている方に
病気や障害がある

子育て（教育を含む）をしている方

が学生である

その他

無回答

67.9

56.7

2.1

0.5

1.6

0.0

1.1

2.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0
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◇問 14 で「利用していない」と答えた方のみ 

（７）問 14-６ 利用していない理由は何ですか。（n=39）MA 

「利用する必要がない」が 66.7％で最も高く、次いで「子どもがまだ小さいため（子どもが〇歳くらいになったら

利用しようと考えている）」が 43.6％と続いています。 

 

 

＜その他回答＞ 

内 容 類似回答数 

利用できるのか詳しいことがわからない。こども園についての詳し

い資料がほしい（金額などの）。 
１ 

育児休業中のため。 １ 

 

 

【事業を利用したい年齢】（n=17）FV 

17 人中８名が「3 歳」と回答しています。 

  上段：人数 下段：割合 

1 歳 2 歳 3 歳 4 歳 無回答 合 計 

2 3 8 2 2 17 

118 17.6 47.1 118 118 100.0 

 

  

【n=39】 (％)

利用する必要がない

子どもの祖父母等の親族がみている

近所の人や父母の友人・知人がみている

預けたいが、保育・教育の事業に空きが
ない

預けたいが、経済的な理由で事業を利用
できない

預けたいが、延長・夜間等の時間帯の
条件が合わない

預けたいが、事業の質や場所など、納得
できる事業がない

子どもがまだ小さいため（子どもが〇歳くら

いになったら利用しようと考えている）

その他

無回答

66.7

10.3

2.6

2.6

7.7

2.6

0.0

43.6

5.1

5.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0
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（８）問 15 あて名のお子さんに関して、現在、利用している、利用していないにかかわらず、平日の教

育・保育の事業として、「定期的に」利用したいと考える事業をお答えください。（n=227）MA 

「認定こども園」が 74.4％で最も高く、次いで「認定こども園の一時預かり」が 19.4％と続いています。 

 

 

＜その他回答＞ 

内 容 類似回答数 

病児保育。 １ 

夫婦ともに祝日が仕事であり休日対応が可能な施設を和木町でも是

非検討して頂きたい。 
１ 

発達支援施設。 １ 

 

（９）問 16 利用したい教育・保育事業の実施場所はどこですか。（n=227）SA 

「和木町内」が 81.9％で最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【n=227】 (％)

認可保育所

事業所内保育施設

認定こども園

認定こども園の一時預かり

町外の幼稚園

町外の幼稚園の預かり保育

その他の認可外保育施設

ベビーシッター

ファミリー・サポート・センター

その他

特にない

無回答

15.9

3.5

74.4

19.4

4.8

3.1

0.9

5.3

11.9

1.8

7.0

5.7

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

81.9%

9.7%
8.4%

227

和木町内

和木町以外

無回答
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◇15 で「町外の幼稚園」「町外の幼稚園の預かり保育」に○をつけ、かつ「認可保育園」・「事業所内保育施

設」・「認定こども園」・「認定こども園の一時預かり」・「その他の認可外保育施設」・「ベビーシッター」・「フ

ァミリーサポート・センター」にも○をつけた方のみ 

（10）問 17 特に町外の幼稚園（幼稚園の預かり保育をあわせて利用する場合も含む）の利用を強く希望

しますか。（n=12）SA 

「はい」が 58.3％で最も高くなっています。 

 

 

（11）問 18 教育・保育の事業を利用する際、どのような理由で選ばれますか。（n=227）MA 

「住まいに近いから」が 62.6％で最も高くなっています。 

 

 

＜その他回答＞ 

内 容 類似回答数 

子どものことを思った教育や運営をしているかどうか。 １ 

1 つしかないから。 １ 

 

  

58.3%
33.3%

8.3%

12

はい

いいえ

無回答

【n=227】 (％)

住まいに近いから

通勤の関係で便利だから

教育内容が優れているから

利用料が安いから

保育（預かり）時間が利用
しやすいから

職員・スタッフの対応が良いから

建物・設備が充実しているから

知名度が高い、評判が良いから

近所の子どもが利用しているから

きょうだいが通っているから

希望した施設に入れなかったから

周辺環境が良いから

子どもの障害や発達の状況に
対応してもらえるから

その他

無回答

62.6

18.9

19.8

19.4

23.8

25.1

25.1

7.0

10.6

7.5

1.3

12.3

5.7

0.9

28.2

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0
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■あて名のお子さんの地域子育て支援事業の利用状況について 

（１）問 19 あて名のお子さんは、現在、地域子育て支援拠点事業を利用していますか。（n=227）SA 

「利用していない」が 81.1％を占めています。 

 

【地域子育て支援拠点事業の利用回数】（n=37）FV 

１週当たりの利用回数は「週１～２回」が 45.9％で最も高くなっています。また、１か月当たりの利用回数では

「月１～２回」が 37.8％で最も高くなっています。 

 

＜１週当たり＞                                 上段：人数 下段：割合 

週 1～2 回 週 3～4 回 週 5 回以上 無回答 合 計 

17 6 0 14 37 

45.9 16.2 0.0 37.8 100.0 

 

＜１か月当たり＞                                上段：人数 下段：割合 

月 1～2 回 月 3～4 回 月 5～6 回 月 7～8 回 月 9～10 回 月11回以上 無回答 合 計 

14 8 4 4 3 3 1 37 

37.8 21.6 10.8 10.8 8.1 8.1 2.7 100.0 

 

（２）問 20 今は利用していないが、できれば利用したい、あるいは、利用日数を増やしたいと思います

か。（n=227）SA 

「新たに利用したい、また利用日数を増やしたいとは思わない」が62.6％で最も高くなっています。 

 

◇問 20 で「利用していないが、今後利用したい」と答えた方のみ 

【今後利用したい場合の利用回数】（n=36）FV 

１週当たりの利用回数は「週１～２回」が 30.6％で最も高くなっています。また、１か月当たりの利用回数では

「月１～２回」が 61.1％で最も高くなっています。 

＜１週当たり＞                          上段：人数 下段：割合 

週 1～2 回 週 3～4 回 週 5 回以上 無回答 合 計 

11 0 0 25 36 

30.6 0.0 0.0 69.4 100.0 

 

＜１か月当たり＞                                上段：人数 下段：割合 

月 1～2 回 月 3～4 回 月 5～6 回 月 7～8 回 月 9～10 回 月11回以上 無回答 合計 

22 5 1 0 0 0 8 36 

61.1 13.9 28.0 0.0 0.0 0.0 22.2 100.0 

16.3%

81.1%

2.6%

227

地域子育て支援拠点事業

利用していない

無回答

15.9%

7.9%

62.6%

13.7%

227

利用していないが、今後利用したい

すでに利用しているが、今後利用日数を増やしたい

新たに利用したい、また利用日数を増やしたいとは思わない

無回答
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◇問 20 で「すでに利用しているが、今後利用日数を増やしたい」と答えた方のみ 

【今後利用したい場合の利用回数】（n=18）FV 

１週当たりの利用回数は 18 人中９人が「週１～２回」と答えています。また、１か月当たりの利用回数では 18

人中８人が「月１～２回」と答えています。 

 

＜１週当たり＞                           

上段：人数 下段：割合 

週 1～2 回 週 3～4 回 週 5 回以上 無回答 合 計 

9 1 1 7 18 

50.0 5.6 5.6 38.9 100.0 

 

＜１か月当たり＞                                

 上段：人数 下段：割合 

月 1～2 回 月 3～4 回 月 5～6 回 月 7～8 回 月 9～10 回 月11 回以上 無回答 合計 

8 3 1 0 0 2 4 18 

44.4 16.7 5.6 0.0 0.0 11.1 22.2 100.0 

 

（３）問 21 下記のサービスで知っているものや、これまでに利用したことがあるものはありますか。そ

れぞれの項目について回答してください。（n=227）SA 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【n=227】
今後利用したい これまで利用し

たことがある

知っているが、利

用したことはない
知らない 無回答

(％)

凡例

⑩子育てサロン「たんぽぽ」（民生児童委員）

④幼児食教室（保健相談センター）

⑤わくわくルーム（保健相談センター）

⑥おやこ食育教室（食生活改善推進協議会）

⑦絵本の読み聞かせ（図書館）

⑧母推さんのイベント（母子保健推進協議会）

⑨子育て支援センター（和木こども園）

①赤ちゃん絵本事業（社会福祉協議会）

②すくすく計測・相談会（保健相談センター）

③赤ちゃんのつどい（保健相談センター）

4.8

4.4

4.0

5.7

2.6

8.8

8.4

2.6

5.3

3.5

59.9

65.6

41.0

22.5

56.8

11.5

17.6

30.0

40.5

29.5

23.8

22.0

42.3

57.3

30.8

53.3

62.1

40.1

44.9

54.2

7.5

4.4

9.3

10.6

5.3

22.5

7.0

23.3

5.7

9.3

4.0

3.5

3.5

4.0

4.4

4.0

4.8

4.0

3.5

3.5
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■あて名のお子さんの土曜日・休日や長期休暇中の「定期的」な教育・保育事業の利用希望

について 

（１）問 22 あて名のお子さんについて、土曜日と日曜日・祝日に定期的な教育・保育の事業の利用希望

はありますか（一時的な利用は除きます）。（n=227）SA 

【１週当たりの利用日数】 

土曜日では、「利用する必要はない」が67.4％で最も高く、日曜日・祝日でも「利用する必要はない」が 79.7％

で最も高くなっています。 

①土曜日                     ②日曜日・祝日 

 
 

◇問 22 ①・②「ほぼ毎週利用したい」・「月に１～２回は利用したい」と答えた方のみ 

【利用したい時間帯】FV 

土曜日の希望開始時間は、「８時台」が 45.1％で最も高く、次いで「９時台」が 29.6％となっており、希望終了

時間では、「18 時台」が 26.8％で最も高く、次いで「17 時台」が 25.4％となっています。また、日曜日・祝日の

希望開始時間は、「８時台」が 42.1％で最も高く、次いで「９時台」が 26.3％となっており、希望終了時間では「18

時台」が 31.6％で最も高く、次いで「15 時台」が 18.4％となっています。 

 

＜開始時間＞ ①土曜日（n=71）          ②日曜日・祝日（n=38） 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

67.4%

8.8%

22.5%
1.3%

227

利用する必要はない

ほぼ毎週利用したい

月に１～２回は利用したい

無回答 79.7%

1.8%

15.0%
3.5%

227

利用する必要はない

ほぼ毎週利用したい

月に１～２回は利用したい

無回答

(％)

7時以前

7時台

8時台

9時台

10時台

11時台

12時以降

無回答

0.0

14.1

45.1

29.6

2.8

1.4

0.0

7.0

0.0 20.0 40.0 60.0

(％)

7時以前

7時台

8時台

9時台

10時台

11時台

12時以降

無回答

0.0

15.8

42.1

26.3

7.9

0.0

0.0

7.9

0.0 20.0 40.0 60.0
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＜終了時間＞ ①土曜日（n=71）          ②日曜日・祝日（n=38） 

     

 

◇問 22（１）または（２）で「月に１～２回は利用したい」と答えた方のみ 

（２）問 22-1 毎週ではなく、たまに利用したい理由は何ですか。（n=62）MA 

「月に数回仕事が入るため」が 58.1％で最も高く、次いで「息抜きのため」が 40.3％と続いています。 

 
 

＜その他回答＞ 

内 容 類似回答数 

今後、仕事をするのに土日も出勤の可能性があるため。 ２ 

長い時間じゃなくても、少しでも外で遊べる時間があれば助かります。 １ 

子どもが認定こども園を大好きなため。 １ 

他兄弟の行事に出席する時。 １ 

今は祖父母がみてくれているが、祖父母への負担が気になるため。 １ 

 

 

 

 

 

 

(％)

12時以前

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

無回答

0.0

4.2

4.2

2.8

12.7

7.0

25.4

26.8

4.2

5.6

7.0

0.0 20.0 40.0

(％)

12時以前

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

無回答

0.0

5.3

2.6

0.0

18.4

5.3

15.8

31.6

2.6

10.5

7.9

0.0 20.0 40.0

【n=62】 (％)

月に数回仕事が入るため

平日に済ませられない用事
をまとめて済ませるため

親族の介護や手伝いが必要
なため

息抜きのため

その他

無回答

58.1

35.5

1.6

40.3

11.3

0.0

0.0 20.0 40.0 60.0
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（３）問 23 あて名のお子さんについて、夏休み・冬休みなど長期の休暇期間中の教育・保育の事業の利

用を希望しますか。（n=227）SA 

「休みの期間中、ほぼ毎日利用したい」が35.7％と高く、次いで「利用する必要はない」が29.5％と続いています。 

 
 

◇問 23 で「休み期間中、ほぼ毎日利用したい｣・「休み期間中、週に数日利用したい」と答えた方のみ 

【利用したい時間帯】（n=129）FV 

長期休暇期間中の希望開始時間は、「８時台」が 44.2％で最も高く、次いで「９時台」が 41.1％と続いてお

り、希望終了時間では、「18 時台」が 31.8％で最も高く、次いで「17 時台」が 20.9％と続いています。 

 

＜開始時間＞                 ＜終了時間＞  

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

29.5%

35.7%

21.1%

13.7%

227

利用する必要はない

休みの期間中、ほぼ毎日利用したい

休みの期間中、週に数日利用したい

無回答

(％)

7時以前

7時台

8時台

9時台

10時台

11時台

12時以降

無回答

0.0

10.1

44.2

41.1

2.3

0.0

0.0

2.3

0.0 20.0 40.0 60.0

(％)

12時以前

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

無回答

0.0

2.3

1.6

8.5

14.7

15.5

20.9

31.8

0.8

1.6

2.3

0.0 20.0 40.0
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◇問 23 で「週に数日利用したい」と答えた方のみ 

（４）問 23-１ 毎日ではなく、たまに利用したい理由は何ですか。（n=48）MA 

「買い物等の用事をまとめて済ませるため」が 45.8％と高く、次いで「週に数回仕事が入るため」が 39.6％と続い

ています。 

 

 

＜その他回答＞ 

内 容 類似回答数 

子どもどうしで遊ばせてあげたいから。 ２ 

子どもが認定こども園が大好きなため。 １ 

1 号のため長期休暇中は自宅にいるが、長期休暇中でも子どもが幼

稚園に行きたがる。 
１ 

子どもが友達と遊びたがるから。 １ 

姉の宿題の手伝い等。 １ 

下の子が小さいため夏休みも幼稚園で思い切り遊べる機会があると

いいなと思うので。 
１ 

 

■あて名のお子さんの病気の際の対応について 

◇問 14 で「利用している」と答えた方のみ 

（１）問 24 この１年間に、あて名のお子さんが病気やけがで認定こども園や幼稚園、保育所を休まなけ

ればならなかったことはありますか。（n=187）SA 

「あった」が 78.6％を占めています。 

 

 

 

 

 

 

【n=48】 (％)

週に数回仕事が入るため

買い物等の用事をまとめて済
ませるため

親族の介護や手伝いが必要
なため

息抜きのため

その他

無回答

39.6

45.8

0.0

33.3

16.7

0.0

0.0 20.0 40.0 60.0

78.6%

19.3%
2.1%

187

あった

なかった

無回答
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◇問 24 で「あった」と答えた方のみ 

（２）問 24-１ この１年間の対処方法とそれぞれの日数はおおむね何日ですか。（n=147）MA 

  「母親が仕事を休んだ」が 63.9％で高く、次いで「就労していない保護者が看た」が33.3％と続いています。 

 

 

＜その他回答＞ 

内 容 類似回答数 

病児保育を利用した。 ６ 

職場に連れて行った。 ２ 

 

【対応別の 1 年間の平均対応日数】 

対 応 回答数 平均日数 

母親が仕事を休んだ 94 8.1 

就労していない保護者が看た 49 8.7 

（同居者を含む）親族・知人に預けた 45 4.6 

父親が仕事を休んだ 37 3.9 

その他 8 5.5 

仕方なく子どもだけで留守番をさせた 1 3.0 

 

◇問 24-１で「父親が仕事を休んだ」・「母親が仕事を休んだ」・「（同居者を含む）親族・知人に預けた」と答

えた方のみ 

（３）問 24-２ その際、「できれば病児・病後児のための保育施設等を利用したい」と思われましたか。

（n=109）SA 

「利用したいと思わない」が 55.0％と高く、次いで「できれば病児・病後児のための保育施設等を利用したい」が

44.0％と続いています。 

 

【利用したい平均日数】  8.8 日 

 

 

 

【n=147】 (％)

父親が仕事を休んだ

母親が仕事を休んだ

（同居者を含む）親族・知人に

預けた

就労していない保護者が看た

仕方なく子どもだけで留守番を

させた

その他

無回答

25.2

63.9

30.6

33.3

0.7

5.4

2.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

44.0%

55.0%

0.9%

109

できれば病児・病後児のための保育施設等を利用したい

利用したいとは思わない

無回答
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◇問 24-２で「できれば病児・病後児のための保育施設等を利用したい」と答えた方のみ 

（４）問 24-３ 病児・病後児を預ける場合、下記のいずれの事業形態が望ましいと思われますか。

（n=48）MA 

「小児科に併設した施設で子どもを保育する事業」が 81.3％で最も高く、次いで「他の施設に併設した施設で子ど

もを保育する事業」が 54.2％と続いています。 

 

 

◇問 24-２で「利用したいとは思わない」と答えた方のみ 

（５）問 24-４ 利用したいとは思わない理由は何ですか。（n=60）MA 

「親が仕事を休んで対応する」が 65.0％で最も高く、次いで「病児・病後児を他人に看てもらうのは不安」が 43.3％

と続いています。 

 

 

＜その他回答＞ 

内 容 類似回答数 

見てもらえる人がいるから。 ３ 

本当は見て欲しいけど、仕事中も気になってしまいそうなので。 １ 

子どものことを考えると、家で日頃から慣れている人とゆったり過

ごすことが良いと考えるから。 
１ 

子どもの体調が心配だから、そこまでして仕事をしようと思えない

ため。 
１ 

子ども自身が病気の時に知らない人に預かってもらうのは不安に思

うかもしれないから。 
１ 

手続きがわからない。近くに(町内）そのような施設がない。 １ 

他の病をもらっては困るし、うつしても困る。 １ 

 

 

 

【n=48】 (％)

他の施設（例：幼稚園・保育所等）に併
設した施設で子どもを保育する事業

小児科に併設した施設で子どもを保育
する事業

地域住民等が子育て家庭等の身近な

場所で保育する事業

その他

無回答

54.2

81.3

27.1

0.0

0.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

【n=60】 (％)

病児・病後児を他人に看てもらうの

は不安

地域の事業の質に不安がある

地域の事業の利便性（立地や利用
可能時間・日数など）がよくない

利用料がかかる

利用料がわからない

親が仕事を休んで対応する

その他

無回答

43.3

5.0

6.7

26.7

13.3

65.0

15.0

0.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0
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◇問 24-１で「就労していない保護者が看た」・「仕方なく子どもだけで留守番をさせた」・「その他」と答えた

方のみ 

（６）問 24-５ その際「できれば父母のいずれかが仕事を休んで看たい」と思われましたか。（n=58）

SA 

「できれば仕事を休んで看たい」が 44.8％で最も高く、次いで「休んで看ることは非常に難しい」が 10.3％と続い

ています。 

 

【仕事を休んで看たいと思った日数】  5.8 日 

 

◇問 24-５で「休んで看ることは非常に難しい」と答えた方のみ 

（７）問 24-６ 難しいと思われる理由は何ですか。（n=６）MA 

「子どもの看護を理由に休みがとれない」「自営業なので休めない」「休暇日数が足りないので休めない」が 33.3％

となっています。 

 

 

＜その他回答＞ 

内 容 類似回答数 

仕事が忙しい。 １ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

44.8%

10.3%

3.4%

41.4%
58

できれば仕事を休んで看たい

休んで看ることは非常に難しい

就労していない保護者が看るため休む必要はない

無回答

【n=6】 (％)

子どもの看護を理由に休みが
とれない

自営業なので休めない

休暇日数が足りないので休め

ない

その他

無回答

33.3

33.3

33.3

16.7

0.0

0.0 20.0 40.0 60.0
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■あて名のお子さんの不定期の預かり事業や宿泊を伴う一時預かり等の利用について 

（１）問 25 あて名のお子さんについて、この 1 年間に日中の定期的な保育や病気のため以外に、私用、

親の通院、不定期の就労等の目的で不定期に利用している事業はありますか。（n=227）MA 

「利用していない」が 90.7％を占めています。 

 

 

＜その他回答＞ 

内 容 類似回答数 

ベビーシッター １ 

民間保育園 １ 

 

【事業別の平均利用日数】 

対 応 回答数 平均日数 

認定こども園の一時預かり（在園児） 13 21.2 

その他 2 6.5 

認定こども園の一時預かり（在園児以外の方） 1 20.0 

町外の幼稚園の預かり保育 0 － 

ファミリー・サポート・センター 0 － 

夜間養護等事業：トワイライトステイ 0 － 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【n=227】 (％)

認定こども園の一時預かり

（在園児）

認定こども園の一時預かり

（在園児以外の方）

町外の幼稚園の預かり保育

ファミリー・サポート・センター

夜間養護等事業：トワイライト
ステイ

その他

利用していない

無回答

5.7

0.4

0.0

0.0

0.0

0.9

90.7

2.2

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0
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◇問 25 で「７」（利用していない）と答えた方のみ 

（２）問 25-１ 現在利用していない理由は何ですか。（n=206）MA 

「特に利用する必要がない」が 81.1％で最も高くなっています。 

 

 

＜その他回答＞ 

内 容 類似回答数 

親族にみてもらう。 ２ 

今までは預かり事業のことを知らなかった。 １ 

どのようなものがあるのか聞いたことがない。 １ 

私用だと利用しにくい。 １ 

ファミリーサポートがない。 １ 

昼寝があってふとんなど用意しないといけない。 １ 

内容について調べたことがないので、利用するのに不安がある。 １ 

事前に相談していた（その時は大丈夫ですと言ってた）にも関わら

ず、本当に助けてもらいたかった時に和木保育所は断ってきたから。 
１ 

 

（３）問 26 あて名のお子さんについて、私用、親の通院、不定期の就労等の目的で年間何日くらい事業

を利用する必要があると思いますか。それぞれの項目について回答してください。（n=227）SA 

「利用する必要はない」が 63.0％で最も高く、次いで「利用したい」が 31.3％と続いています。 

 

 

 

 

 

【n=206】 (％)

特に利用する必要がない

利用したい事業が地域にない

地域の事業の質に不安がある

利用料がかかる・高い

利用料がわからない

地域の事業の利便性（立地や利用
可能時間・日数など）がよくない

自分が事業の対象者になるのかどう
かわからない

事業の利用方法（手続き等）がわか

らない

その他

無回答

81.1

6.8

2.9

12.1

8.7

2.4

10.2

15.0

4.9

1.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

31.3%

63.0%

5.7%

227

利用したい

利用する必要はない

無回答
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【利用したい目的】（n=71）MA 

「冠婚葬祭、学校行事、子ども（きょうだいを含む）や親の通院等」が 70.4％で最も高く、次いで「私用（買い

物、子ども（きょうだいを含む）や親の習い事等、リフレッシュ目的）」が 67.6％と続いています。 

 

 

【目的別の平均利用希望日数】 

対 応 回答数 平均日数 

冠婚葬祭、学校行事、子ども（きょうだいを含む）や 

親の通院等。 
50 5.9 

私用（買物、子ども（きょうだいを含む）や親の習い事

等、リフレッシュ目的） 
48 10.1 

不定期の就労 16 16.3 

その他 1 2.0 

 

◇問 26 で「利用したい」と答えた方のみ 

（４）問 26-１ 上記の問 26の目的でお子さんを預ける場合、次のいずれの事業形態が望ましいと思われ

ますか。（n=71）MA 

「認定こども園や幼稚園、保育所などで子どもを預かる事業」が 93.0％で最も高く、次いで「地域住民等が子育て

家庭等の近くの場所で保育する事業」が 38.0％となっています。 

 

 

＜その他回答＞ 

内 容 類似回答数 

研修等に参加する際。 １ 

 

 

 

 

 

 

 

【n=71】 (％)

私用（買物、子ども（きょうだいを含む）や
親の習い事等、リフレッシュ目的）

冠婚葬祭、学校行事、子ども（きょうだい
を含む）や親の通院等

不定期の就労

その他

無回答

67.6

70.4

22.5

1.4

5.6

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

【n=71】 (％)

認定こども園や幼稚園、保育所など

で子どもを預かる事業

地域住民等が子育て家庭等の近く

の場所で保育する事業

その他

無回答

93.0

38.0

1.4

2.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0
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（５）問 27 この１年間に、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族の病気など）により、あて名のお子

さんを泊りがけで家族以外にみてもらわなければならないことはありましたか。（n=227）SA 

「なかった」が 73.6％で最も高く、次いで「あった」が 18.1％と続いています。 

 

【泊りがけで家族以外にみてもらわなければならなかった際の対応】（n=41）MA 

「（同居者を含む）親族・知人にみてもらった」が 85.4％で最も高く、次いで「仕方なく子どもを同行させた」が

14.6％と続いています。 

 

 

＜その他回答＞ 

内 容 類似回答数 

諦めて行くのをやめた。 １ 

 

【対応別の平均泊数】 

対 応 回答数 平均日数 

（同居者を含む）親族・知人にみてもらった 35 5.4 

仕方なく子どもを同行させた 6 2.3 

その他 1 1.0 

短期入所生活援助事業（ショートステイ）を利用した 0 － 

イ以外の保育事業（認可外保育施設、ベビーシッター等）

を利用した 
0 － 

仕方なく子どもだけで留守番をさせた 0 － 

 

 

 

 

 

 

 

18.1%

73.6%

8.4%

227

あった

なかった

無回答

【n=41】 (％)

（同居者を含む）親族・知人にみても

らった

短期入所生活援助事業（ショートステ

イ）を利用した

イ以外の保育事業（認可外保育施

設、ベビーシッター等）を利用した

仕方なく子どもを同行させた

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

その他

無回答

85.4

0.0

0.0

14.6

0.0

2.4

0.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0
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◇問 27 で「あった」の「ア （同居者を含む）親族・知人にみてもらった」と答えた方のみ 

（６）問 27-１ その場合の困難度はどの程度でしたか。（n=35）SA 

「特に困難ではない」が 57.1％を占めています。 

 

 

■小学校就学後の放課後の過ごし方について 

◇あて名のお子さんが５歳以上の方のみ 

（１）問 28 あて名のお子さんについて、小学生（１～３年生）のうちは、放課後（平日の小学校終了

後）の時間をどのような場所で過ごさせたいと思いますか。（n=52）MA 

「放課後児童クラブ[わきっこクラブ]」が 48.1％で最も高く、次いで「自宅」が 42.3％と続いています。 

 
 

 

【過ごさせたい日数】FV 

 

2.9%

31.4%

57.1%

8.6%

35

非常に困難

どちらかというと困難

特に困難ではない

無回答

【n=52】 (％)

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事（ピアノ教室、クラブ活
動、学習塾など）

児童館

放課後子ども教室[わきあい
キッズ]

放課後児童クラブ[わきっこク
ラブ]

ファミリー・サポート・センター

その他（コミュニティセンター
（図書館）、公園など）

無回答

42.3

7.7

21.2

1.9

25.0

48.1

0.0

17.3

13.5

0.0 20.0 40.0 60.0

週１～２日 週３～４日 週５日以上 無回答

(％)

凡例

自宅 n=22

祖父母宅や友人・知人宅 n=4

習い事 n=11

児童館 n=1

放課後子ども教室[わきあいキッズ] n=13

放課後児童クラブ[わきっこクラブ] n=25

ファミリー・サポート・センター n=0

その他 n=9

9.1

100.0

100.0

61.5

8.0

66.7

18.2

100.0

8.0

22.2

59.1

23.1

76.0

11.1

13.6

15.4

8.0
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◇問 28 で「放課後児童クラブ[わきっこクラブ]」と答えた方のみ 

【過ごさせたい時間帯（終了時間）】（n=25）FV 

  上段：人数 下段：割合 

16 時以前  16 時台 17 時台 18 時台 19 時以降 無回答 合 計 

0 2 9 11 0 3 25 

0.0 8.0 36.0 44.0 0.0 12.0 100.0 

 

（２）問 29 あて名のお子さんについて、小学生（４～６年生）になったら、放課後（平日の小学校終了

後）の時間をどのような場所で過ごさせたいと思いますか。（n=52）MA 

「自宅」が55.8％で最も高く、次いで「習い事（ピアノ教室、クラブ活動、学習塾など）」が34.6％と続いています。 

 

 
 

【過ごさせたい日数】FV 

 

 

◇問 29 で「放課後児童クラブ[わきっこクラブ]」と答えた方のみ 

【過ごさせたい時間帯（終了時間）】（n=14）FV 

  上段：人数 下段：割合 

16 時以前 16 時台 17 時台 18 時台 19 時以降 無回答 合 計 

0 0 4 8 0 2 14 

0.0 0.0 28.6 57.1 0.0 14.3 100.0 

 
 

【n=52】 (％)

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事（ピアノ教室、クラブ活
動、学習塾など）

児童館

放課後子ども教室[わきあい
キッズ]

放課後児童クラブ[わきっこク
ラブ]

ファミリー・サポート・センター

その他（コミュニティセンター
（図書館）、公園など）

無回答

55.8

9.6

34.6

0.0

17.3

28.8

0.0

25.0

15.4

0.0 20.0 40.0 60.0

週１～２日 週３～４日 週５日以上 無回答

(％)

凡例

自宅 n=29

祖父母宅や友人・知人宅 n=5

習い事 n=18

児童館 n=0

放課後子ども教室[わきあいキッズ] n=8

放課後児童クラブ[わきっこクラブ] n=14

ファミリー・サポート・センター n=0

その他 n=13

10.3

60.0

61.1

50.0

28.6

53.8

10.3

16.7

12.5

15.4

58.6

20.0

25.0

64.3

15.4

20.7

20.0

22.2

12.5

7.1

15.4
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■地域で障がいのある子どもを育むために必要なことについて 

（１）問 30 障がいのある子どもを育んでいくために必要だと思うことは何ですか。（n=227）MA 

「教育・保育施設、小学校（保育士や教師）などの一層の理解」が 82.8％で最も高く、次いで「共に学ぶ子どもと、

その保護者の一層の理解」が 75.3％、「障がいの有無にかかわらず、子どもたち同士がふれあう機会や場の充実」が

64.8％と続いています。 

 

 

＜その他回答＞ 

内 容 類似回答数 

目に見えない障がい等、親自身が気付けるような環境や情報を発す

ると良いと思います。認めたくないがために先生方の言葉を否定し

たり、また子ども自身が苦しいと思うので。 

１ 

知識のあるスタッフを配置すること。 １ 

地域で働ける環境整備、維持すること（クローバーのような施設）。 １ 

専用の施設に入れてほしい、普通の子とは違うので一緒にしてほし

くない。 
１ 

各関係機関の連携。 １ 

睡眠障害や多動、医療ケアでクタクタの母親が多い。一時預かりの充

実を早急にお願いしたい。 
１ 

親にも問題がある時もあるので、親のケアを・・・。 １ 

療育センター。 １ 

 

 

 

 

 

 

 

 

【n=227】 (％)

教育・保育施設、小学校（保育士や
教師）などの一層の理解

共に学ぶ子どもと、その保護者の一
層の理解

障がいの有無にかかわらず、子どもた
ち同士がふれあう機会や場の充実

放課後などの居場所づくり

差別や偏見をなくすための福祉教育
や広報活動の充実

何でも相談できる窓口をつくるなど、
相談体制の充実

行政からの福祉に関する情報提供の
充実

保健・医療・福祉のサービスの充実

いろいろなボランティア活動の育成

本人や家族の積極性

その他

無回答

82.8

75.3

64.8

27.8

50.7

53.3

33.0

47.1

26.4

30.8

4.0

4.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0
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■あて名のお子さんに対する教育や遊びについて 

（１）問 31 小学校に入る前にお子さんに経験させたいこと、学んでほしいことは何ですか。（n=227）MA 

「多くの友達と関わったり、遊んだりすること」が 67.0％で最も高く、次いで「自分の思いを伝えたり、相手の話

を聞くこと」が 55.9％、「基本的な生活習慣を身につけること」が 35.2％と続いています。 

 

＜その他回答＞ 

内 容 類似回答数 

家では教えてあげられない遊び・運動、人とかかわること。 1 

 

（２）問 32 平日、お子さんをどこで遊ばせていますか。認定こども園・幼稚園・保育所等に通っている

お子さんは、保育時間外でお答えください。（n=227）MA 

「自宅」が 93.0％で最も高く、次いで「公園」が 48.9％、「親戚・知人の家」が23.3％と続いています。 

 

【n=227】 (％)

多くの友達と関わったり、遊ん

だりすること

自分の思いを伝えたり、相手

の話を聞くこと

基本的な生活習慣を身につ

けること

豊かな自然と触れ合うこと

さまざまなものに興味や関心

をもつこと

その他

無回答

67.0

55.9

35.2

11.0

21.6

0.4

3.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

【n=227】 (％)

自宅

路地・道路

空き地や原っぱ

公園

学校等のグラウンド

子どもの友だちの家

親戚・知人の家

子育て支援センター

児童館

商業施設（スーパー・
ゲームセンター等）

コミュニティセンター（図
書館）

その他の公共建物

その他

無回答

93.0

11.0

10.1

48.9

13.2

14.5

23.3

11.0

5.3

11.0

9.7

1.3

4.0

3.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0
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＜その他回答＞ 

内 容 類似回答数 

児童発達支援事業所 １ 

職場 １ 

幼稚園の園庭 １ 

保育所の園庭 １ 

和木こども園の園庭 １ 

こども園 １ 

散歩 １ 

庭 １ 

 

（３）問 33 休日、お子さんをどこで遊ばせていますか。（n=227）MA 

「自宅」が 87.7％で最も高く、次いで「公園」が 83.7％、「商業施設（スーパー・ゲームセンター等）」が 54.6％

と続いています。 

 

 

＜その他回答＞ 

内 容 類似回答数 

キャンプ場 ２ 

川 2 

海 １ 

こども園の園庭 １ 

幼稚園の園庭 １ 

 

 

 

【n=227】 (％)

自宅

路地・道路

空き地や原っぱ

公園

学校等のグラウンド

子どもの友だちの家

親戚・知人の家

子育て支援センター

児童館

商業施設（スーパー・
ゲームセンター等）

コミュニティセンター（図
書館）

その他の公共建物

その他

無回答

87.7

8.4

11.0

83.7

7.5

16.3

44.5

1.8

10.1

54.6

9.7

8.4

3.1

2.2

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0
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（４）問 34 家の近くの子どもの遊び場について、日頃感じることがありますか。（n=227）MA 

「雨の日に遊べる場所がない」が 70.5％で最も高く、次いで「遊具などの種類が充実していない」が 48.5％、「近

くに遊び場がない」が 27.8％と続いています。 

 

 

＜その他回答＞ 

内 容 類似回答数 

ボール遊びができない。 ６ 

ボールを使って遊べる場所が少ない。 ３ 

雨の日もだけど、日陰がない。 ２ 

公園があっても周りの住民からの公園使用ルールで使えない。 １ 

真夏、真冬の遊び場がない。 １ 

遊び場にいる子どもの年齢幅が大きく小さい子と大きい子が同じ遊

具で遊ばなければならず、小さい子を持つ親としては不安です。 
１ 

保健センター等、どのような感じか分からず行きにくい。 １ 

小学生のマナーが悪い（お菓子のゴミのポイ捨て等）。 １ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【n=227】 (％)

近くに遊び場がない

雨の日に遊べる場所がない

思いきり遊ぶための十分な広さがない

遊具などの種類が充実していない

不衛生である（トイレが汚れている、ごみ
が散乱している等）

いつも閑散としていて寂しい感じがする

自然が少ない

遊び場やその周辺の環境が悪くて安心し
て遊べない

遊び場の周辺の道路が危険である

遊び場に行っても、子どもと同じ年くらい
の遊び仲間がいない

その他

特に感じることはない

無回答

27.8

70.5

18.1

48.5

8.4

7.9

3.5

3.1

9.3

7.5

7.0

7.5

2.6

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0



 

41 

■子育てに対する意識、経験等について 

（１）問 35 あなたの生活の中で、「仕事」・「家事（育児）」・「プライベート」の優先度についておうかが

いします。（n=227）SA 

希望では、「家事（育児）優先」が80.6％で最も高く、次いで「プライベート優先」が 12.3％、「仕事優先」が 6.2％

と続いています。また、現実では、「家事（育児）優先」が 72.2％で最も高く、次いで「仕事優先」が 24.2％、「プラ

イベート優先」が 1.3％と続いています。 

 

①希望                         ②現実 

               

 

＜希望：その他回答＞                 ＜現実：その他回答＞ 

内 容 類似回答数 

優先順位はつけれない １ 

仕事・育児の良いバランス １ 

 

（２）問 36 最近、マスメディア（テレビ、新聞等）で、児童虐待について取り上げられていますが、あ

なたの身近なところで、子どもの虐待を見たり聞いたりしたことがありますか。（n=227）SA 

「ない」が 89.0％で最も高く、次いで「虐待かどうかわからないが、おかしいなと思ったことがある」が 10.6％

「かなりある」が 0.4％と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.2%

80.6%

12.3%

0.9%

227

仕事優先

家事（育児）優先

プライベート優先

その他

無回答

24.2%

72.2%

1.3%
0.9% 1.3%

227

仕事優先

家事（育児）優先

プライベート優先

その他

無回答

0.4%

10.6%

89.0%

227

かなりある

虐待かどうかわからないが、おかしいなと思ったことがある

ない

無回答

内 容 類似回答数 

優先順位はつけれない １ 

子ども １ 
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◇問 36 で「かなりある」・「虐待かどうかわからないが、おかしいなと思ったことがある」と答えた方のみ 

（３）問 36-１ それはどのような状況でしたか。（n=25）MA 

「大声でしかる、ののしる」が 52.0％で最も高く、次いで「感情的な言葉を子どもに投げかける」が 48.0％、「厳

しくしつけをする」が 24.0％と続いています。 

 

 

＜その他回答＞ 

内 容 類似回答数 

子どもが１人で公園にいる。 １ 

子どもがはげしく泣いている時がある。 １ 

お風呂に入れない等のネグレクト。 １ 

障害がある子どもにどなっていた。育児が大変なのはわかる。人前で

するってことは見えない場所ではもっとひどいのかと思う。 
１ 

 

（４）問 37 あなた自身は、子どもに対して虐待をしていると感じたことはありますか。（n=227）SA 

「ない」が 80.2％で最も高く、次いで「後でふりかえって虐待だったと思ったことはある」が 17.2％、「ある」が

1.8％と続いています。 

 

 

 

 

 

 

【n=25】 (％)

子どもをたたいたり、つねったり

する

厳しくしつけをする

食事を長時間与えない、子ども
を長時間放置する

大声でしかる、ののしる

感情的な言葉を子どもに投げか
ける

病気になっても病院に連れてい
かない

子どもの体に青あざや傷がある

子どもが大人を見ておびえる

その他

無回答

20.0

24.0

8.0

52.0

48.0

4.0

0.0

4.0

16.0

4.0

0.0 20.0 40.0 60.0

1.8%

17.2%

80.2%

0.9%

227

ある

後でふりかえって虐待だったと思ったことはある

ない

無回答
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（５）問 38 あなたが子育てをする上で、不安に思うことや悩んでいることは何ですか。（n=227）MA 

「子どもの教育に関すること」が 38.8％で最も高く、次いで「食事や栄養に関すること」が 30.0％、「子育てに時

間をとられ自分が自由に過ごす時間がないこと」が 26.0％と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【n=227】 (％)

子育ての方法がよくわからないこと

子どもとの接し方に自信が持てないこと

子どもと一緒に過ごす時間を十分にとれ
ないこと

病気や発育・発達に関すること

食事や栄養に関すること

子どもの教育に関すること

子どもの教育費が負担になっていること

子どもの友達づきあい（いじめを含む）に
関すること

子どもの登園拒否、不登校などの問題に
ついて

仕事と子育ての両立がうまくできていな
いこと

子育てに時間をとられ自分が自由に過ご
す時間がないこと

子育てに関して話し相手や相談相手が
いないこと

子育てに関して配偶者・パートナーの協
力が少ないこと

子育てに関しての意見が配偶者・パート
ナーと合わないこと

配偶者・パートナー以外に子育てを手
伝ってくれる人がいないこと

同じ子育て仲間との交流の機会・場所が
ないこと

自分の子育てについて親族・近隣の人・
職場など周りの見る目が気になること子育てのストレスがたまって、子どもに手
を上げたり、世話をしなかったりしてしまう
こと

子どもを安心して遊ばせることのできる場
所が少ないこと

その他

無回答

9.3

18.1

20.7

25.1

30.0

38.8

5.7

17.6

1.8

11.0

26.0

4.8

9.7

6.2

8.8

7.0

5.7

6.2

19.4

4.0

13.7

0.0 20.0 40.0 60.0
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＜その他回答＞ 

内 容 類似回答数 

公共の場等で、人々がいる中で子どもが泣いたりする時に焦ってしまう。 １ 

言うことを聞かずイライラすること。 １ 

就労していなくても、日々の生活（家事・子育て）をしながら、子ども

会のイベントの準備をしなければいけないこと。下の子を置いて、役員

の会議に出席出来ないので、旦那に仕事を早く帰ってきてもらう負担。

出来る範囲でやろうと思うけど、やるなら、皆が楽しくやりたいので、

結局、自分が頑張り過ぎて、他の人に頼めないし、強く言えないので、

すごく不安だし、ストレスになっている。人間関係が一番大事。面倒臭

い人とは関わらないことが一番だと思う。 

１ 

怒りすぎてしまうこと。 １ 

仕事で遠方に行くことや、土日の仕事の預け先の確保が難しい。病児保

育も遠くすぐに預けられる訳でもなく困る。 
１ 

子どもが子どもらしく遊べていないこと（大人が過干渉）。 １ 

私自身が小１まで虐待されていたことがあり、自分の子にしないかと急

に不安に思うことがある。 
１ 

私がうつ病をわずらっていて、感情的になったり、見せたくないところ

を見せてしまうところ。 
１ 

子どもが自分を育ててくれているのがわかる時。 １ 

 

（６）問 39 あなたは、子育てに関する悩みや不安を誰（どこ）に相談していますか。（n=227）MA 

「配偶者」が 81.9％で最も高く、次いで「その他の親族（親・兄弟姉妹など）」が 69.6％、「近所の人・地域の人」

が 26.0％と続いています。 

 

 

【n=227】 (％)

配偶者

その他の親族（親・兄弟姉妹など）

近所の人・地域の人

職場の人

こども園等や学校の保護者

こども園等や学校の先生

子育て支援センター

保健相談センター

民生委員・児童委員

民間の電話相談

家政婦・ベビーシッター

インターネット（フェイスブックなど、
ＳＮＳ上の知り合い・つながり）

その他

相談相手がいない

相談することがない

無回答

81.9

69.6

26.0

20.3

19.8

18.1

4.8

5.3

0.4

0.0

0.0

4.0

9.3

1.8

0.9

2.6

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0
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＜その他回答＞ 

内 容 類似回答数 

友人 17 

臨床心理士 １ 

ソーシャルワーカー、カウンセラー １ 

NPO法人 １ 

発達支援施設 １ 

 

（７）問 40 町内の子育てに関する相談体制について満足していますか。（n=227）SA 

「わからない」が 54.2％と最も高く、次いで「満足している」が 27.8％、「満足していない」が 14.5％と続いて

います。 

 

 

■和木町で子育てを続けることについて 

（１）問 41 今後も和木町に住み続けたいと思いますか。（n=227）SA 

「思う」が 60.8％を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

27.8%

14.5%
54.2%

3.5%

227

満足している

満足していない

わからない

無回答

60.8%
9.7%

26.4%

3.1%

227

思う

思わない

わからない

無回答
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◇問 41 で「思う」と答えた方のみ 

（２）問 41-1 住み続けたいと感じる理由は何ですか。（n=138）MA 

「子どもの医療費が中学校卒業まで無料」が 70.3％で最も高く、次いで「学校給食費が中学校卒業まで無料」が

68.8％、「保育利用料・幼稚園利用料が安い」が 41.3％と続いています。 

 

 

＜その他回答＞ 

内 容 類似回答数 

持家のため。 ５ 

自宅があるから。 ３ 

小中学校の施設の充実、情報教育にも力が入っているから（＝教育も

良さそう）。 
１ 

両親と同居しているため。 １ 

学校へ通っている子がいるから。 １ 

親族からほどよい距離であるため。 １ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【n=138】 (％)

自分や家族の勤め先が町内
にある

両親、親戚、親しい人が町内
に住んでいる

公園などの環境に恵まれて
いる

保育利用料・幼稚園利用料
が安い

学校給食費が中学校卒業ま
で無料

子どもの医療費が中学校卒
業まで無料

妊婦・乳幼児健診が充実して
いる

子どもが安全でのびのび学べ
る環境である

通勤・通学など交通環境が
便利

近所の人など、人が温かい・
やさしい

その他

無回答

22.5

37.0

11.6

41.3

68.8

70.3

18.1

23.2

23.9

36.2

8.0

0.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0
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◇問 41 で「思わない」と答えた方のみ 

（３）問 41-2 住み続けたくないと感じる理由は何ですか。（n=22）MA 

「まちに活気や魅力が感じられない」が 40.9％で最も高く、次いで「子育てをする環境がよくない」が 36.4％、

「買い物や遊びに不便」が 31.8％と続いています。 

 

 

＜その他回答＞ 

内 容 類似回答数 

働く親に対して優しくない。 １ 

社会資源がとぼしい。 １ 

町民の意見が上まで届きにくく、反映されにくい（町政に関わる人員

の親戚化）。 
１ 

新築を考えており、土地がみつからず岩国市に引越す。できれば和木

にいたい。 
１ 

独特の雰囲気でよそからきた人は受け入れてくれないように思う。親

同士が知人で子どもの友達が決まっていて子どもが窮屈している。 
１ 

 

  

【n=22】 (％)

自分や家族の勤め先が町外
にある

両親、親戚、親しい人が町外
に住んでいる

自然が少なく、環境がよくな
い

職場が少なく、働き口が見つ
からない

買い物や遊びに不便

図書館などの教育・文化施
設が整っていない

通勤・通学など交通環境が
不便

家賃や住宅面積など、住宅
事情がよくない

まちに活気や魅力が感じられ
ない

各種医療施設が整っていな
い

近所づきあいがわずらわしい

子育てをする環境がよくない

その他

無回答

18.2

18.2

0.0

13.6

31.8

9.1

18.2

22.7

40.9

22.7

18.2

36.4

27.3

0.0

0.0 20.0 40.0 60.0
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（４）問 42 子育てをする中で、どのような支援・対策が有効だと思いますか。（n=227）MA 

「子どもが犯罪や事故に巻き込まれないための措置」が57.3％で最も高く、次いで「保育サービスの充実」が52.0％、

「子育てしやすい居住・まちの環境面での充実」が 48.9％と続いています。 

 

 

＜その他回答＞ 

内 容 類似回答数 

遊べる場所の充実。 ２ 

学童保育の充実、時間、人員、場所。 １ 

子どもの医療費を高校卒業まで無料。 １ 

2 号ファイトに対するサービスの充実。こども園での教育。体操教室

など。弁当回数を減らすなど。 
１ 

家屋建築時の補助(子育て世代)土地が高すぎる。 １ 

共働き世帯のためのサポート体制の充実。 １ 

町内に一箇所ずつは最低でも小児科、産婦人科の病院があるべき。 １ 

自宅近くで子どもが安全に遊ぶことが出来る場所。 １ 

子どもに対しての教育を充実させる。学校の勉強だけでは足りない

世の中になっているため。 
１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【n=227】 (％)

地域における子育て支援の
充実

保育サービスの充実

子育て支援のネットワーク

地域における子どもの活動拠
点の充実

妊娠・出産に対する支援

母親・乳児の健康に対する支
援

子どもの教育環境の整備

子育てしやすい居住・まちの
環境面での充実

仕事と家庭生活の両立

子どもが犯罪や事故に巻き込
まれないための措置

要保護児童に対する支援

その他

無回答

43.6

52.0

20.7

24.2

27.3

19.4

44.1

48.9

33.0

57.3

12.8

4.4

7.0

0.0 20.0 40.0 60.0
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（５）問 43 子育てをする中で、必要度の高い支援はどのようなものですか。（n=227）MA 

「認定こども園、放課後児童クラブの充実」が 70.0％で最も高く、次いで「子どもが病気の際に預けることができる

病児保育の充実」が48.9％、「子どものことや生活のことなどの悩みを相談できるところ」が 24.2％と続いています。 

 

 

＜その他回答＞ 

内 容 類似回答数 

町での支援サービスで、親が子どもと安心して出掛けられるイベン

トがあること（例：絵本の読み聞かせとか、赤ちゃんのつどい等）。 
１ 

子どもの教育に力を入れてほしい。 １ 

ファミリーサポートが受けられること。 １ 

ファミサポの様な急な保育に対応していただけるところ、習い事の

送迎、土日祝、早朝、夜間の預り。 
１ 

祝祭日の対応の充実。 １ 

出産祝い金などの充実。 １ 

母親（親）が仕事をしやすいまたは続けられること。 １ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【n=227】 (％)

認定こども園、放課後児童クラブの充
実

子どもが病気の際に預けることができる
病児保育の充実

子どものことや生活のことなどの悩みを
相談できるところ

同じような悩みを持った人同士で知り

合えるところ

就職のための支援が受けられるところ

病気や障害のことなどについて専門的

な支援が受けられるところ

離婚や養育費のことなどについて専門
的な支援が受けられること

住宅を探す等の支援が受けられること

その他

特になし

無回答

70.0

48.9

24.2

18.1

17.2

22.0

7.0

11.0

3.5

5.3

5.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0
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（６）問 44 和木町が取り組んでいる以下の項目について、最近５年間で「よくなったと思う」項目と、

「今後も特に重要だと思う」項目について教えてください。（n=227）MA 

①「よくなったと思う」項目 

「保育サービスの充実」が 37.0％で最も高く、次いで「子どもの健やかな成長への支援」「幼児教育の充実」が

18.9％と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【n=227】 (％)

家庭での保育を対象とした支援

保育サービスの充実

就学児童の居場所づくり

子どもや母親の健康の確保

子どもの健やかな成長への支援

子どもの生きる力の育成に向けた教
育環境の整備

次代の親の育成

幼児教育の充実

安全・安心な道路交通環境の整備

安心して遊び、生活できる環境づくり

多様な働き方に対応した子育て支援
の展開

子どもを交通事故から守るための交
通安全教育の推進

子どもを犯罪等の被害から守るため
の活動の推進

犯罪、いじめ等により被害を受けた子
どもの立ち直り支援

児童虐待防止対策の充実

母子家庭等の自立支援の推進

虐待被害にあった子どもの保護の推
進

就労と子育ての両立を支える支援

子どもの健やかな育成を支える対個
人給付・サービスの実施

すべての子どもの健やかな育成の基
盤となる地域の取組の推進

無回答

10.1

37.0

15.9

15.4

18.9

13.2

5.7

18.9

8.8

8.8

10.6

13.2

8.4

4.0

2.6

4.8

2.2

9.7

7.5

7.9

39.6

0.0 20.0 40.0 60.0
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②「今後も特に重要だと思う」項目 

「保育サービスの充実」が 34.4％で最も高く、次いで「安心して遊び、生活できる環境づくり」が 29.5％、「安

全・安心な道路交通環境の整備」が 28.2％と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【n=227】 (％)

家庭での保育を対象とした支援

保育サービスの充実

就学児童の居場所づくり

子どもや母親の健康の確保

子どもの健やかな成長への支援

子どもの生きる力の育成に向けた教
育環境の整備

次代の親の育成

幼児教育の充実

安全・安心な道路交通環境の整備

安心して遊び、生活できる環境づくり

多様な働き方に対応した子育て支援
の展開

子どもを交通事故から守るための交
通安全教育の推進

子どもを犯罪等の被害から守るため
の活動の推進

犯罪、いじめ等により被害を受けた子
どもの立ち直り支援

児童虐待防止対策の充実

母子家庭等の自立支援の推進

虐待被害にあった子どもの保護の推
進

就労と子育ての両立を支える支援

子どもの健やかな育成を支える対個
人給付・サービスの実施

すべての子どもの健やかな育成の基
盤となる地域の取組の推進

無回答

15.4

34.4

20.7

12.8

19.4

20.7

5.7

22.9

28.2

29.5

15.9

22.5

20.3

9.3

8.8

3.5

4.4

21.6

8.4

7.0

18.9

0.0 20.0 40.0 60.0
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（７）問 45 その他、町の施策に関するご意見・ご要望がありましたら、自由にご記入ください。 

①子育てしやすい環境づくりなど 

・町の子育て支援はフルタイムで働く親に対して優しくないと思う。 

・知らない人には声かけ（あいさつも含め）をするなと世間で言われているが、自分は、子どもを産む前に近所の子

どもたちがあいさつしてくれたのがうれしかったので、町のあいさつ教育はとても良いと感じている。子どもたち

にはいろいろな世代とコミュニケーションがとれるようになってほしいので、年配の方々ともふれあえるチャンス

があればいいと思う。 

・町は様々な行事に関して、コンパクトになりすぎている気がする。子どもの数が少なく大人の目が届きやすいこと

は良いことだが、町外で、もっと多くの子どもと接したり触れ合ったりする環境を作ることができれば、子どもた

ちの世界が広がると思う。 

・「地域子育て」という割には保護者の負担ばかり増えている。（役員、掃除、監視）（高齢で元気な方々の協力を仰げ

ば良いのに） 

・高齢の人にまわす資金があれば子育て世代の家庭にまわしてほしい。 

・祖父母が仕事や介護で忙しいため、2 人目の出産にあたり産前産後保育サービスを受けたいが枠がなく、利用できそう

にない。世の中、待機児童の問題がある中、仕方がないとは思うが、高齢者はデイケアやショートステイなど希望すれ

ば比較的すぐにサービスを受けられる印象があるからいいなと思う。不本意だが、少しずるいなと感じてしまう。本当

は3 人目も考えたいが、核家族化で自分達の育児による苦労を考えると現実的ではないかなと感じてしまう。 

・子どもが年少の時から和木町にお世話になっておりますが、大変住みよい町だと感じています。役場の方もとても

親切で対応も丁寧なので各種手続き等もスムーズだと感じています。 

・子育てはしやすい町だと思います。こども園に移行し保育時間が延び働きやすくなったが、わきっこがそのままの

ため、わきっこの預かりを延長するか、もしくは、ファミリーサポート事業を拡大してほしい。 

・育児をしてみて、母親の負担がとても大きいことを実感しています。特に、平日はワンオペ育児で祖父母など頼れ

る人も身近にいないので、時々本当につらくなります。子どもが病気になったら仕事も休むのは母親。病院に連れ

て行くのも母親で、正直 2 人目を産む気になりません。仕事をしている時が唯一の息抜きです。今後少しでも母親

の負担が少しでも軽くなることを期待しています。 

・共働き家庭への支援が全くないので、町全体で教えてほしい。 

 

②子育て支援サービス 

・最近は働く母親が増えてきて、その家庭の子どもの保育サービスは以前より良くなった気はしますが、私のように

働いていない家庭の保育サービスが考えておられないと思います。専業主婦でも忙しいことに変わりはないので、

一時預かりなどのサービスを充実していただきたいと思います。 

・保健相談センターや子育て支援センターの遊び方にももう少し力を入れてほしいし、玩具も新しくしてほしい。他

市と比べると子育てをする環境に魅力が感じられない。 

・岩国市や他の市町に比べ、子育て支援が充実していると言われていますが、実際は園での預り時間が短かったり、

延長等の手続きが手間取るものであったり、ファミリーサポートが利用できなかったりと多様な働き方に対応でき

ていないと感じることが多いです。共働きが当たり前の時代ですので、是非、県内最先端の子育て先進町としてサ

ポート体制を整えて頂きたいと思います。和木町の未来のために。 

・岩国市のようにファミリー・サポート・センターを登録したい。 

・出産祝い金を岩国ぐらい上げてほしい。 

・休みの日に子どもがいるとできないこともあるので、家に誰かいると預けられないというシステムをなくしてほし

い。（短時間にする等で） 

・町内での病児保育、フファミリー・サポート・センターの検討。 

・岩国市桂町にあるような児童館があると嬉しい。（充実した設備）私は必要ではないが、ファミリー・サポート・セ

ンター、病児保育がないのは不便な親が多いと思う。 

・ファミリー・サポート・センターがないのはとても困ります。「子育てにやさしい町」と言われながらファミリー・

サポート・センターがないのは大変矛盾しています。両親が遠方なので頼れず、困ることが多いです。 

・予防接種の補助等や子どもが産まれた時のお祝い等は岩国市に比べ怠っていると思います。 
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③医療費の助成について 

・予防接種（おたふく、ロタウイルスなど）の補助を拡大してほしい。 

・今年度からおたふく風邪やインフルエンザの予防接種の助成が受けられるようになったと知り、大変ありがたく思

います。町外（岩国市）で自分のかかりつけであった小児科を受診することがあり、医師から「知らなかった」と

の声がありましたので、打診してくださると助かります。 

 

④医療サービス、病院サービスについて 

・現在、病児保育の登録を岩国市でしている。和木町は教育に力を入れていると思い転居してきたが、病児保育のサ

ービスがなく驚いた。わざわざ遠くの施設を利用するのは子どもの負担もおおきいので、できれば町内にそういっ

た施設があればいいと思う。 

・予防接種を無料にして欲しい。 

・和木町には産婦人科がないので、できたらもっと安心して子どもを産みやすくなると思います。 

 

⑤子どもの教育について 

・「子どものため」と言っているが、ためになって成長に表れている感じは受けない。 

 

⑥公園・遊び場について 

・遊具の充実した公園がほしい。 

・子どもが思い切りボール等で遊べる公園がほしい。蜂ヶ峯総合公園に連れいくのは毎日だと大変なので、子どもた

ちだけで行ける公園があれば助かる。 

・公園をもっと整備してほしい。日陰がなく遊具も少ないので町外に行っているのが実状。そのため買い物や娯楽な

ど、ほとんどのことを町外で済ませてしまっている。 

・もう少し公園の数が増えると嬉しいです。 

・近くの公園でよく遊ばせているのですが、遊具も一部新しくなっているところもありますが、老朽化が目立つ遊具

もあるので、新しくなったら嬉しいです。また、夏は暑くなり公園で遊ばす際、日よけになるもの（ベンチの上に

屋根など）があると助かります。 

・公園などに小さな子どもでも遊ぶことができる遊具を増やしてほしい。 

・ボール遊びをもっとできる場所を作ってほしい。 

・蜂ヶ峯公園までが遠く、また、遊ぶための遊具もない。また、動物たちがイキイキとしておらず、可哀想に感じる。大

竹市の晴海公園のように子どもたちが体を動かし遊べる場所がほしい。ボール遊びができる場所がない。雨の日は遊ぶ

場所がなく、岩国市のこども館のように土日でも遊べる場所がほしい。個別の支援も必要だが、今よりもっと魅力ある

和木町にするためには「子どもの遊び場」の確保と充実が重要であり、特に 1～5 歳の幼児の対応があると嬉しい。今

の和木町には周辺の自治体に比べ少ないため、和木町への転入を考えていない友人、知人が多いです。 

・和木町内にきれいな公園がない。道路沿いにあり、柵もないため危ない。遊具も少ない。 

・とにかく子どもの遊び場が少なすぎる。公園に遊具が少なすぎるし、木陰もない。蜂ヶ峯公園の遊具もいつ使える

ようになるのか。 

・知らないだけかもしれませんが。遊具のある公園が増えると子どもたちも外で遊ぶことが増えるかなと思います。

また、ボール等で遊べる広場がもう少しあると良いと思います。蜂ヶ峯はみんな知っていると思いますが、他にあ

れば紹介してほしいです。 

・幼児が遊べる公園や遊具がない。もっと公園や遊具を増やしてほしい。新しい公園を作ってほしい。 

・岩国や大竹のようにこども館を作ればわざわざ車を出さなくても和木町内で 1 週間遊べると思う。 

・子どもが遊ぶ場所（特にボール使用時）がなさすぎる。 

・子どもの遊び場が少なく、雨の日は図書館しかない。公園の遊具も少ない。 

・せっかく町内に大きな総合公園である蜂ヶ峯公園があるのに、休日は多方面より家族連れが混み合い思い切り遊べな

いことがある。制限をかけるためにも町外からお越しの方々からは多少の利用料金を取る等できる良いなと思う。 

・ボール遊びが思いっきりできる場所を作ってほしい。蜂ヶ峯の遊具が減って楽しめなくなった。 

・子どもはとにかく公園で走り回って、遊具で思いっきり体を動かすのが大好きなので和木町内にもっと遊具のある

公園を増やしてほしいです。ボール遊びができる広場ももっとあってほしいです。 

・旧幼稚園を遊具がたくさんある公園にしてほしい。旧保育園をボールが使える公園にしてほしい。 
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・近くの公園は遊具が古く、ボール遊びも禁止のため、子どもが思いっきり遊べる場所がなくかわいそうです。 

・蜂ヶ峯の遊具が古くて利用できないので直す等の処置をしてほしい。保健センターやこども園などの遊び道具が壊

れていたり、不衛生なことがあるので、対策をしてほしい。 

・思い切り遊べる公園がない。ボール遊びもできなければ自転車も遊べない。広い公園がほしい。 

・ボール遊びのできる場所が少なすぎます。子どもの運動能力、体力が育ちません。 

 

⑦こども園のサービス内容について 

・こども園で３～５歳児の昼寝は不要。特に５歳児はもっと体を使った遊びの時間が必要に思う。 

・こども園の室内にWEB カメラを設置してほしい。 

・学校や幼稚園において、役員や係など親の負担がおおきく（特に幼稚園では行事への参加要請が多すぎ）、そこで

の子どもの様子（成長）を見ることすらできない。 

・こども園になって土曜日の預かり保育の時間が延長にはなったが、結局のところ就労の退社時間では間に合わない

ため、以前と同様、昼休みに迎えに行っている。土曜日だから勤務時間が短くなるというわけではないので、平日

と同じ時間まで預かってほしい。先生方の勤務体制も大変だと思うがぜひ改善してほしい。 

・こども園での教育の充実をもっと図ってほしい。例えば、ひらがなや数字の学習、体操など、もっと積極的に時間

を取って小学校入学までにいろいろな教育を受けさせてほしい。町内にはこども園しかなく、もっと充実したとこ

ろに入れようとなると岩国か大竹を探さないといけない。和木こども園の教育はイイ！といった声が多くなると、

町外からでも通わせたり、転居してきたりする人も増えると思う。 

・こども園での教育（体操や音楽など）をもっと充実させてほしい。 

・こども園の提出書類を、オンライン上で出来るようにシステム化してほしい。人に預けたりして気を遣わなければ

ならず、不便に感じる。 

・現在こども園に通っています。年長でお昼寝があったり、外での活動が少なかったりと、どうだろうと思うことが

何点もあります。下の子は正直、違う所に通わせたいなと思っています。保護者からの意見も沢山あるのになぜ何

一つ変わらず、更に微妙な方に変わるのでしょうか。まわりの友達も不満ばかりです。 

・こども園のシステムが「子育て」の目線で見ると、非合理的な点が多い。（細かいルール）（こども園のため、きれ

いに見せるためだけのシステムやルールに見える） 

・いらない資料を送ってくるくらいなら、こども園などの保育サービスに関する資料を送ってほしい。こども園など

の保育サービスに関する情報をコミュニティーセンター（保健センター）の職員とも共有してほしい。 

・立派なこども園が完成したが、どう考えても保育の質が悪い。子どもにテレビを見せすぎている。そもそも、テレ

ビ観賞が必要なのか。ちなみにこの時の先生が座って一緒にテレビを見ている。この時間は一体何。運動会も毎年

工夫が見られないし、発表会の内容も他の幼稚園と比べ劣っている。 

・幼児教育の質が低い。2 号ファイトに対するサービスが他の保育所よりも低すぎる。町内にここしかないが、変わ

れるなら他の所にしたいくらいサービスが悪いし、教育もよくない。 

・こども園の一時預かりを利用しにくい。書類を出すのが大変。延長保育などもっと気軽に利用できたらよい。こど

も園の子ども達に対しての教育内容をより一層力を入れていってもらいたい。こども園のオープニングイベントは

本当に良かった。 

・こども園の保育時間でテレビを見せている時間が長すぎると思います。特に 2 号、3 号は長いです。ノーメディア

の日を作るべきだと考えます。 

・こども園、特に 3 歳以上の保育の質をレベルアップしてほしい。こども園に移行し、PTA 活動、親の手伝いがあ

り就労していると勤務のやりくりがとても大変です。プールの見守り、参観の時期、また、兄弟がいれば小学校行

事。町に 1 つしかないので、（園、小、中で）日程を調整して下さい。 

・一時保育の制度がずさんすぎる。「保育士がいないから」と断ったりしないで欲しい。せっかく一時保育の制度が

あるのに、預けられないとか制度の意味がない。あと、無料で預かって欲しい。保育料を無料にするかもっと安く

してほしい。年々少の子も預かって欲しい。 

・こども園でのイベントも（運動会や発表会）唯一みんなが見られる日なので、もう少し、近隣施設に近づけてほしい。 

・こども園でも希望者対象に教室を開催してほしい。（有料でいいので） 

・もっと簡単に一時預かりができるといい。急な用事な時でも。昼寝があってふとん一式を用意しないといけないの

が、1 日のためだけなのに大変だし、兄弟 2 人となると 2 セット必要で預けるのも大変なので、やめました。 
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・こども園でテレビを見せるのはなぜだろうか。先生方も忙しいとのことで、3 時帰りから 2 時帰りになったのに、

2 時帰りの子にも毎日テレビを見せ、先生も一緒にテレビを見ているのはなぜですか。先生が居るなら絵本や手遊

びなどいろいろできると思う。こども園や支援センターで事故防止のためって言われる気持ちもわかるけど、規則

ばかりで子どもが楽しく遊べていない。こども園なんて出来なくてよかった。去年通り、保育所、幼稚園のままの

方が子どものためにはよかったと思う。 

・幼稚園と保育所が合併して良かったと思える様に変わってほしいです。未満児として預けていますが、未満児担当

の先生は本当に良くしてくださっています。小さな変化を見過ごすことなく親に伝えてくださいますし、成長を一

緒に喜んでくれます。逆に以上児の先生は良い話を聞かないので、今後が不安です。秋の運動会も未満児のみ出番

が減らされると聞きました。誰のための運動会なのですか。生徒や保護者のためではないのですか。本当に減らさ

れたら、こども園にならなければ良かったのにと思う親もいると思います。保育所の時は先生方がとても協力的で

生徒も親もみんな笑顔で楽しみました。アンケートをとるならしっかり対応して下さい。 

・小さい町なのに幼小中、連携していないなと感じる（参観日等）。預かり（一時）サービスの利用がしやすくなった

とは言うが、実際お昼寝セットがいるだのハードルが高いし、いちいち理由がいるのが優しくない。リフレッシュ

で預けたい日も正直ある。1 号に対しては、やたら準備のため早帰りにさせたり、子どもより先生に対して優しい

のではないですか。年長に昼寝をさせるがわからない。本当に小学校へ行った時のことを考えてくれていますか。 

・運動会など親なども呼びたいけど、車を駐車できるところがないので困る。旧幼稚園など開放してほしいです。 

・私自身、幼稚園から和木町で育ち、出産、育児もしていますが、幼稚園の頃にあったお泊り保育がとてもよい思い

出として残っています。保育時間等の兼ね合い等もあるとは思いますが、14 時降園になってからスマイルさん、

ファイトさんの一緒の時間が確実に減っているので、園での行事でもあるといいなと思います。 

・こども園降園までの待ち時間にあるテレビ視聴タイムはぜひ、絵本の読み聞かせにしてほしいです。 

・こども園にお迎えに行くと、いつも DVDを見ています。何かもっと先生にしかできないことをして頂けたら嬉しい

です。DVD なら家でも見ることができるので。あと、お姉ちゃんの時は母の日、父の日にプレゼントをもらったの

ですが、下の子には 1 度ももらっていません。意味を理解するためにも説明だけでもしていただけたら嬉しいです。 

・こども園の園庭に「禁煙マーク」を表示してもらいたい。たばこの吸殻がよく落ちています。 

・子どもの体力向上のため、こども園の教育に外部の体育専門の指導者（KAWAI 等）を入れるとよいと思います。

他の園では積極的に導入しているので、和木町の児童と他市町の児童の差が広がります。 

・幼稚園の頃からあった意見だと思いますが、こども園でテレビを見せる時間が多すぎると思います。遠足等で子ど

もの体力がないため中止ということが昔ありましたが、普段の園生活で体力づくりをしていないのも原因ではない

でしょうか。和木の子どもはかわいそうとよく他の地域の方から言われて悲しいです。 

・くまが出ても歩いて子どもを幼稚園に送迎しないといけないので、大雨の時や暑い時など車での送迎が 1 号の人で

もOKにしてほしい。 

 

⑧放課後児童クラブについて 

・高学年だからといっても家で一人留守番させるのは不安なので（もし何かあった場合、町や学校が責任をとってく

れるのか？）もっとフルタイムで働く親が安心して働けるよう、放課後教室の人員、時間の拡大を検討していただ

きたい。 

・小学校の児童クラブでは夏休み等の長期休暇中はお弁当となるので、できれば、希望者のみ、または自己負担を取

ってでも対応しえもらえると助かる。 

・こども園に合わせて小学校のわきっこクラブも預かり時間を延長してほしい。 

・夏休みなど、こども園ファイトさん用に給食を作るなら希望者に有料でいいので、わきっこクラブでも配膳しても

らえるとお弁当を作らずに済むので助かるのですが、検討していただけませんか。スマイルさんの夏休み預け時の

給食も弁当の給食（有料）で選べたらいいのに。 

 

・４月より和木こども園になり、預かり時間が延長されたため、勤務時間を 17 時 15 分までに延長しました。 

そのため、車の渋滞がない限り 18 時に迎えに行っています。わきっこクラブが18 時までと聞き、また勤務時間

を減らす必要があることが分かりました。岩国市で勤務していますが、渋滞や残業があった場合は 18 時半まで延

長可能にして頂けると勤務時間を減らさず助かります。同じ和木町の他の保護者の方も同じように思われていると

思います。働く母親が働きやすく、安心して子どもを預けられるようによろしくお願いします。 
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⑨小学校教育 

・学校や幼稚園において、役員や係など親の負担が大きく（特に幼稚園では行事への参加要請が多すぎ）、そこでの

子どもの様子（成長）を見ることすらできない。 

・給食費の無料化はありがたいと思う。 

 

⑩通学路の安全性について 

・学校の登下校の見守り等、安全対策をもう少し強化してほしい。 

 

⑪発達障害について 

・障害を持つ子の親の切実な願いとして、障害（児）者が住みやすい町にしてほしい。こども園でも障害を持った子

がいるということを、子どもにはもちろん保護者にもわかりやすく教える（伝える）機会があれば、偏見や差別が

なくなる町になると思う。 

・療育手帳を持っている子どもに対しての対応が他の子もいるので、大変なのは十分承知しているが、できないとこ

ろばかり指摘されて、落ち込んだ時もあった。みんなと同じことができることが優れていると言われているようだ

った。（そうは実際思われていないかもしれないが）しかし、そのおかげでちょっとずつできることが増えている

ことが分かり、他の子と違いなく平等に接して下さっているのがうれしいかったです。 

 

⑫その他 

・不審者の子どもへの声かけ事案が多く発生しており、そういう情報を耳にすれば些細なことであっても子どもを外

で遊ばせたくなくなるので（特に母親は）不審者が活動できにくい環境を整える（パトロールの強化や防犯カメラ

の設置など）必要があると思う。 

・道路がガタガタしていて、ベビーカーを押して歩くのが困難なため、整備をお願いしたい。 

・アンケートが分かりにくい。 

・和木町体育センター前辺りにある横断歩道に信号機を取り付けられないか。山口銀行側が緩やかなカーブになって

いて、車が来ているか分かりづらく、止まらない車やスピードが速い車もあり、正直なところ利用するのが怖い。

もちろんドライバーのマナーも大事だが、毎日子どもと利用するので、何らかの対処をお願いしたい。 

・幼・小・中で休み期間中の対応を同一にしてほしい。 

・和木町内には資源が少ないので、他市町のものを利用できるようにしてほしい。 

・ファミリー・サポート・センターって何？ 

・身近にはないが、テレビなどで目にする虐待問題への関心は強く感じる。行政と教育機関（学校など）と児童の相

談センターなどの横の連携は強いものにしていただきたいと思う。もちろん、地域の横のつながり（町、市、県を

超えて）を強固なものにしてほしいと思う。 

・集団検診の時間帯がお昼寝に当たる時間で機嫌が悪くなるので、もう少し早い時間にしてもらいたいです。 

・返信用封筒が小さい。 

・このようなアンケートや住民の意見、役場や教育委員会などの公的機関を基に今後子どもたちの活気があふれる町

作りをお願いしたいです。 

・関ヶ浜はすべてにおいて隔離されている気がしてならない。夫から DV を受けた際、町に相談できる所がなく、頼

る所もなくとても困った。お年寄りだけでなくみんなが住みやすい町にしてほしい。 

・不審者情報をメールだけでなく、各自治体の回覧板に載せてほしい。こども園、小、中、メールだけだと一般の方

に情報が行き渡らない。 

・和木の防災放送がうまく聞きとれないので、電話で内容を聞くために電話をしてもずっと話し中でつながらなくて

去年の大雨の時に怖かった。家の中に設置して防災放送がきけるもの（スピーカー）が、各家庭にあると安心。 

・「くまが出た」という情報がよくあるけど、何か対策やパトロールなど何かされているのか知りたい。 

・町営住宅の家賃が高すぎます。年々上がっていって住みにくいです。 

・夕方17時から18時半頃になる音楽（歌）の音が大きすぎる。赤ちゃんがいる家庭はやっと子どもが寝てくれたと

思うと、必ずその音楽で起きてしまうのがストレスになる。はっきり言って必要ないと思うのでやめてほしい。 


